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して原価で販売し
ている。マスクを
通じてシルバー人
材センターの活動
に関心を持っても
らえたらうれしい」
と話している。

問い合わせ☎3488-6735
シルバー人材センター。

夏の行事相次いで中止に
盆踊りや灯ろうまつり

盆踊りや灯ろうまつりな
ど、ことしの夏の行事が相
次いで中止になっている。
市内の盆踊りは、多摩川
住宅の多摩川ふるさと団地

まつり、狛江第
一小学校での
松原青年会盆
踊り、都営狛
江アパートの狛江団地祭、
市役所前市民ひろばでのい
ずみ会納涼盆踊り大会、八
幡神社での小足立納涼盆踊
り大会、慶岸寺での岩戸親
睦会盆踊り大会が新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止
のため主催者が中止を決め
た。
また、８月に多摩水道橋
下流の多摩川河川敷で開催
を予定していた多摩川灯ろ
うまつりも中止となった。

手作りマスクが人気
シルバー人材センター

公益社団法人狛江市シル
バー人材センター（石黒實
会長）が繰り返し使える布
マスクを製作・販売し好評
だ。
同センターでは３月下旬に
マスクが手に入りにくいとの
声が会員などから寄せられ、
手作りの検討を始めた。セ
ンターの衣類工房「ひまわ
り」で検討した結果、「密」
を避けるため自宅で作るこ
とにし、工房に所属する縫
製作業の経験者約10人を
中心に、呼びかけに応じた
15人で「マスク班」を編成
した。
ガーゼやゴムひもが入手
困難だったが、職員が材料
を買い集め、試作品を作っ
て使い心地を試した。なか
でも輪切りにしたストッキン
グを使った耳かけは、伸縮
性が高いので耳の痛みがな
く、長さの調節も簡単で好
評だという。

当初は会員や老人福祉
施設、家事援助サービスの
依頼者などに贈っていたが、
テレビのニュースで取り上げ
られて問い合わせが殺到し
たため、販売することを決
めて3,000枚を製作した。
５月21 から29 ま
で市役所ロビーで展示し、
28 、29日 6月１日
工房前で販売、多くの

人から好評だった。
さらに内側に保冷剤を入
れるポケットを付けた夏用マ
スクを開発、1,000枚を製
作した。
マスクは普通と小型の2サ
イズあり、３枚1組で1,000
円、夏用マスクは１枚500円
で販売している。
石黒会長は「市民のニー
ズが高く地域貢献の一環と

ひだまりセンターがオープン
連携して子育て・教育を支援

子ども家庭支援センター
児童発達支援センター
教 育 支 援 セ ン タ ー

狛江市の子育て・教育支
援複合施設「ひだまりセン
ター」が元和泉1-11-11に
完成、5月7 から業務を
開始した。ただ、新型コロ
ナウイルス感染症のため一
部の業務を中止していたが、
国の緊急事態宣言が解除さ

れたため、6月から利用が
始まった。
鉄筋コンクリート造り3階
建ての建物は、内装に木材
を多く使うなど、やさしさと
温もりが感じられるよう配慮
している。
建物は1階が子ども家庭
支援センター、2階が児童
発達支援センター、3階が
教育支援センターが入って
おり、「きづく」「よりそう」「さ
さえる」「つなぐ」の4つ
の視点で3つのセンター
が連携し、子どもの育
ちの程度にかかわらず、
子育てを切れ目なく支
援していくという。
子ども家庭支援セン
ター（☎5438-6605）
は社会福祉法人雲柱社

が運営にあ
たり、たんぽ
ぽひろば（子
育てひろば）、
ねんねプレイ
ルーム、子育
てや気持ち、
児童の相談、
ファミリー・サポート・セン
ター、子ども家庭在宅サー
ビスの受付などを行う。
児童発達支援センター

（☎5761-9085）は心身
の発達などに関する一般相
談のほか、計画相談、通所
支援、保育所等訪問支援な
どを行う。
教育支援センター（☎
3430-1311）は教育相
談、就学・転学相談、不登
校などの児童・生徒の支援、
学校生活に配慮が必要な児
童・生徒などへの支援、小
学校訪問教育相談、教育研
修事業、教育に関する資料

の収集・調査・研究と普及、
教職員の研究・研修と相談
などを行う。
たんぽぽひろばを利用し
た母親たちは「新型コロ
ナウイルスの影響で、親
子ともずっと自宅にいたの
で、久しぶりに広いところ
で遊べてよかった」「内部が
きれいだし、駅前の便利な
場所なので利用しやすいで
す」と喜んでいた。浅見文
恵施設長は「子育て中のお
母さんたちがホッとできる交
流の場にしていきたいので、
気軽に利用してください」と
呼びかけている。

布マスクの販売

子ども家庭支援センターのたんぽぽひろば

ひだまりセンター

夏の味
覚として
親しまれ
ている枝
豆は、大
豆を未成
熟なうち
に収穫し

塩ゆでなどにして食べる。タンパク質やビタ
ミン類などの栄養素や食物繊維を多く含み、
栄養価が高いのが特色。
狛江では特産品として多くの農家が栽培

しており、初夏から晩夏にかけて出荷する。
選ぶ時は、さやが膨らんで実がしっかり詰

まっており、きれいな緑色で産毛に覆われて
いるものが良い。
新鮮なうちにゆでるようにする。また、固
めにゆでて冷凍すると長く保存できる。

枝豆77 月月のの
狛狛江江農農産産物物

冨永茂和さん
(66)は年間約40
種の野菜とブルー

ベリー、柿、ミカンなどの柑橘類を栽
培し、通常はマインズショップと市内の
スーパーに出荷するほか、保育園と小
学校の給食用に提供している。また、
収穫が多い夏と冬は畑横にある直売所
で販売する。これからはトマト、キュウリ、ナス、枝豆、ゴーヤ、オクラなど
の夏野菜に加えマクワウリ、ブルーベリーなども出荷する。冬は、父から受
け継いだ種芋を使った里芋、八つ頭が
人気。冨永さんは狛江GAP研究会会
長で、牛やポニーのフンなどの有機肥
料で土を作り、土壌や農薬、肥料など
をチェックしながら新鮮で安心安全な農作物の栽培を心
がけている。「農業愛好家や同級生などボランティアの
力を借りて良い作物ができ、多くの人に喜んでもらってやり
がいがあります」と話している。

農産物直売所農産物直売所農産物直売所農産物直売所

小足立
通り

八
幡
通
り

こまえ
正吉苑

冨永茂和さん

所在地＝西野川2-25-1
販売＝６月下旬～７月と１２月（夏・
冬野菜の収穫期）
時間＝午前9時から完売まで

ゴーシュは、天然素材の持ち味をい
かしたやさしい味のパンを提供、子ども
から高齢者まで安心して食べられると好
評だ。
店主の丹野美智子さんは、20代半
ばに郷里の岩手県にあるスーパーマー
ケットのパン屋に勤めたのがきっかけで
パン作りに目覚め、上京して3軒の店で
修行した後、平成16年に現在の店を開
いた。店名は岩手出身の宮沢賢治の作
品にちなんでつけた。

イースト菌を使って小麦粉本来の味を引
き出したホテル食パンやグラハム食パンな
ど５種類ある食パンをはじめ、調理パンや
サンドイッチ、ドライフルーツなどが入った
天然酵母のフランスパン、デニッシュ、菓
子パンなど30～40種を作っている。また、

アレルギー
を持つ人や
赤ちゃんの
離乳食用に
卵や牛乳を
使わないパ
ンもある。
昔ながらの
シンプルな味のプリンや季節の
果物を使ったマフィンも人気。
丹野さんは「毎日のように来

店する人も多いので、飽きのこない味
を心がけるほか、新しいパンも考案して
います」と話している。

松場通り小
田
急

ゴーシュ

スーパー

沖縄県
学生寮

歯科

至狛江

喜
多
見
駅

☎3480-3053　岩戸
北4-10-13-101　 営
業＝午前9時～午後8
時　水・木・土曜休み

安心して食べられる
天然素材のやさしい味

■おすすめMENU■
❶ホテル食パン¥280❷グランベリーとピ
スタチオ入りフランスパン1本¥460❸シ
ナモンとくるみのブレッド¥250❹ダブルベ
リーデニッシュ¥200❺甘夏クリームチー
ズマフィン¥150❻パン屋さんのかま焼
きプリン¥24O❼同・栗コーヒー￥260、
グラハム食パン¥300

（税別・丸中数字は写真参照）
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